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2008年度春期理事会報告
北日本漁業経済学会２００８年度春期理事会を６月２５

大会（福井県・小浜大会）の計iIlIi等について検討致しま

その内容をお知らせ致します。

日，７月３日に開催し，今年度第３８回

した。以下，第３８回大会計画を中心に

北日本漁業経済学会

第Ｓ８回大会（福井県刈､浜大会）計画

１．会場及び開催日程

会場福井県小浜iけlii鵬竝学１１頓ｷｬﾝﾊﾟｽ友Niｾﾝﾀｰ

日程

１０月8日休)騨会，制臓～
場所:働く婦人o家中会繼峯（｣R小浜駅より徒歩5分）

１０月9日(金)ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ９時~17時場所:福井県立入学交流ｾﾝﾀｰ
懇親会１８１１猯～２０時場所：同上

１０)110日(士)一繍告，時~14時頃まで場所:同｣：

２．シンポジウムテーマ

「日本海におけるカニの漁業管理と地域漁業構造」

日本海西部海域の主要漁業であるカニ漁業には､底びき網漁業で漁獲されているズワイガニと、
かご漁業によって漁獲されているベニズワイガニの二つの漁業がある。ズワイガニはＴＡＣ対象
魚種であり、さまざまな漁獲規制によって資源の回復が実現されてきた。他方、ベニズワイガニ

の方は鍍近主で漁獲量の減少が続き、ＴＡＣ対象魚種ではないにもかかわらず境港の大臣許可船
については個別割り当てが導入され、新たな漁業TIF理に取り組みはじめた。

この二つの漁業を比較しながら、地域漁業の基礎的な条件として、資源・漁場条件、漁業管理、
漁業経営櫛造、流通．加工．消費などの市場条件、をそれぞれ明らかにした上で、ＴＡＣやＩＱ
（個別割当）などの新しい漁業ﾙﾘ度の意義を問い直したい。おりしも昨年の漁業制度改革論議の
中で、個別割当や譲渡可能個別割当などの早期導入も争点の一つとなった。しかし、欧米型の制
度を導入したとしても機能するとはかぎらない。地域漁業の条件をふまえて新しい制度の有効性

Ｉ



を検討し、真に必要な漁業管理制度とはなにかを考えることを課題としたい。県の試験研究者の
方からはカニ漁業の実態や資源回復への取り組みを報告していただき、さらに個別割当制度導入
事例の紹介やその成立条件を検討し、また北米のズワイガニ漁業との比較なども加えて、地域漁
業のあり方を議論したいと考えている。（コーディネータ：加藤辰夫）

報告予定者（司会者：長谷川健二・加藤辰夫）タイトルは仮題
座長解題日本海のカニ漁業（福井県立大学加藤辰夫）
兵庫県のズワイガニ漁業とベニズワイガニ漁業（兵庫県中岸明彦）
福井県のズワイガニ漁業（福井県安達辰典）

個別割り当て（ＩＱ制度）とその合意形成（中央水産研究所中西孝）
カナダ・アラスカのズワイガニ漁業（福井県立大学東村玲子）

３．宿泊等案内

小浜市内のホテル等をご案内致します。大会会場である福井県立大学小浜キャンパスは市街か
らかなり離れており，当日は下記宿舎経由会場行きのバスを述行する予定です。なるべく下記の
宿舎及び会場行きのバスをご利Ⅲ頂きますようお願い致します。

･ホテルアーバンポート〒917-0051編ﾉﾄﾙI､浜市白鳥72-l

TELO770-53-200IFAXO770-53-2003E-mail:inIb＠urban-portjp6825｝9～http:"www､uTban-polTjp／
･せくみ屋〒917-0069福)'２県小浜市白鬚Il3
TELO770-52-OO20FAXO770-52-12306800円～

･若杉本館〒917-0077編）|:県小浜市駅Iiii町7-I6
TELO770-52-O900／ＦＡＸＯ770-52-40675.775～6.825円

･若杉別館〒917-0077福井県小浜市駅前町g-IOTELO770-52-O2945,775～6,825円
･若杉末広亭〒917-0078福井県小浜市大手町8-5

TELO770-53-O202FAXO770-53-l6０２６８２５円～若杉グループｈｔ【p://www・wakasugibiz/index､ｈｔｍｌ
･れんが亭〒917-0077稲ﾉﾄﾞ1%(小浜市駅前IHJ9-I8TELO770-52-lOO46300円

＊小浜市までの交通案内
東京方面から東京一,（ひかり）－・米原一（しらさぎ）→敦賀－（ｊＲ）→小浜
大阪・京都方面から大阪－（ＪＲ）一京都一（」Ｒ）近江今津一（ＪＲバス）一小浜

近鉄バス：近鉄なんぱ駅一,地下鉄東梅田駅→大阪国際空港一小浜

近鉄バス：http://www・kinletsu-bus・cojp/highway/『outeIisp23hlmI

＜事務局からのお知らせ＞

①一般報告の募集

第３８回大会での一般報(!｢を募集します。一般綴告の申込み及び要旨（Ａ４１枚）提出の締
め切りは９月１０日（木）とします。要旨はメールにて事務局・宮澤までお届け下さい。

②会費納入のお願い

学会誌第３７号配布の際，年に一度の学会費識求を行っております。会費納入がまだの方は
至急納入されますよう宜しくお願い致します。
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